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第57号（２面）２００９年9月16日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************








年内の





計　画





　▼政権交代直後のホットなお話で興味深く拝聴しました。新政権がどこまで筋を通していくかが当面の大きな関心事ですが、平和な世界、基本的人権が守られる社会を創っていく力は私達一人ひとりに託されていること、政治の動きから目を離すことなく主体的に行動することこそこれからも大切、と肝に銘じています。（小平市　齋藤奎子）


▼一泊合宿分の内容を詰め込んだ例会だったが、期待に違わず内容の濃いものだった。笹本さんは、来年の参院選の結果によっては、社民党の脱落、自民党との大連立の可能性あり」と、不気味な予言もした。丸山さんはジャーナリストらしく、総選挙自体を俎上にのせ、国民が自公政権下の「社会的閉塞感」からの脱却を求めた結果が「風」となったと指摘。小選挙区の危険性にも言及した。石山さんは歴史研究者らしく、情勢に微妙にゆれる国民の憲法感覚を、新聞の世論調査のデータで示してくれた。「拉致問題の解決」という場合、「解決」の中身があいまいにされている事実もよくわかった。ミサイルを騒ぎ立て、制裁強化を声高に叫ぶ裏で何が画策されているのか。韓国と北朝鮮の対話は「二〇〇〇年の南北共同宣言以来、紆余曲折はあるが基本的に絶えることはない」との話にホッとした。　（染地　森川橿弘）


▼調布「憲法ひろば」への参加は二回目です。笹本さんのお話で、国民投票法の実施には障害がかなりあるが、大連立や色いろな可能性もあり、細川政権の選挙制度改悪のように一気に変わることもあるので、注視していきたい。丸山さんのお話で、今回の選挙は民主党が支持されたのではなく自民党が見放された結果だと改めて思った。メディアの影響と責任は重いと思うが、悪口を言っているだけでなく、メディアへの批判や応援をしてゆきたい。石山さんのお話で、憲法に対する国民世論調査の変遷とその背景にあるものが理解できた。ひとつの質問に三人の講師に答えていただけるのは調布「憲法ひろば」ならではと思う。民主党が来年の参議院選挙で単独多数になったときが心配。民主党＋α政権の政策は国民の働きかけで変わる可能性もあり、それを追求すべきだと思う。ブッシュと麻生政権は戦う相手だったが、オバマと鳩山政権は、監視し、揺り動かす対象ではないかと思う。懇親会では、靖国神社への思いのある人たちへの関り方などいろいろ議論があって、ただの仲良しクラブでない良さを感じた。次も参加したい。　　（渋谷区　Ｔ・Ｓ）


▼三人の世話人が発題者という豪華な陣容で勉強になりました。その翌日には東京新聞が「『核密約』新政権で調査　鳩山代表『真相を国民に』」と報道。鳩山代表が十日夜、核兵器持ち込みに関する日米核密約の実態調査と公表を改めて表明したのです。「赤旗」も「米、新政権を注視」「『核の傘』定期協議停止続く」と報じました。自公政権が「核の傘」で米国と合意していた安全保障高級事務レベル協議（ＳＳＣ）が止まっている、米側が新政権の動向を注視しているものとして注目される、とあります。「非核の日本」へ踏み出すかどうか、鳩山首相が訪米してのオバマ大統領との会談、その後の日米協議から目が離せません。


　　（調布ヶ丘 今井至）








 〇九年九月例会 





１１月１４日(土) 13時半～ 於：あくろす2階


　　　11月(第48回)例会　　参加費：３００円　


 ｢一等国｣意識はいかに造られたか


　　ＮＨＫ｢坂の上の雲｣放映を契機に｢明


　　治史｣を考える　　発題：岩本努さん


１２月１１日(金) 18時～ 於：くすのきホール


　　　12月(第49回)例会 チケット５００円 10月から頒布開始　


　調布｢憲法ひろば｣発足５周年をつづる集い


　池田香代子さんが講演・島筒英夫さんがピアノ演奏





22人の参加で


懇親会も充実


　懇親会は22人の参加で、お弁当と缶ビールで寛ぎながらも、調布「憲法ひろば」らしく、靖国問題や運動のあり方など、「宇宙を駆け回るような」活発な議論で、司会の小保方さんを苦労させつつ盛り上がりました。


中国留学から帰国の


大野哲夫さんも参加


　今年2月から中国に留学されていた大野哲夫さんが8月に帰国され、例会と懇親会に参加。「毎日若者たちと一緒に学び、とても幸せな時間を与えていただいたことを、感謝しています。これから憲法問題は益々重要になっていくと思いますので、またみなさんと一緒に憲法ひろばで頑張っていきたい」と挨拶して、期待！の拍手に包まれました。








交流コーナー





　調布市内の九条の会の情報です。情報をお寄せください。





多摩川住宅９条の会


　九月二十七日（日）午後二時～四時、多摩川住宅はむね集会所でＤＶＤ「教科書検定意見撤回を求める県民大会～沖縄」の製作に参加された上地完道さんのお話し　


　　　▼連絡先　489-0970大塚





           　 資料代：３００円


猫は


生きている


東京大空襲から６５周年の春に向けて


腐朽の名画の特別試写会を行ないます


多摩川九条の会主催・調布「憲法ひろば｣共催


戦争を知らない若い世代といっしょに�ぜひご覧ください。お待ちしています
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小保方忠好世話人の司会で楽しく懇親会











